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土居 龍矢 （Tatsuya Doi） 

学部 4 年 機械システム工学課程 

高知県 高知高専出身 
趣味でバイクにのっており、バイクのエンジンが載

せられているということで興味を持ちました。学生間
しかできないことなので、精一杯やりたいです。 

 
 

 

仲村 真人 （Masato Nakamura） 

学部 4 年 機械システム工学課程 

岐阜県 岐阜高専出身 
車が好きなので入部します。よろしくお願いしま

す。 

 

高橋 学 （Manabu Takahashi） 

学部 3 年 機械システム工学課程 

大分県 大分高専出身 
クルマやバイクがめちゃくちゃ好きで入部しまし

た。いいマシンが作れるように頑張ります。 

 

田邉 淳一 (Junichi Tanabe) 

学部 3 年 機械システム工学課程 

東京都 航空工業高専出身 
学生中心のものづくりに興味をもったので入部を

希望しました。経験はありませんが、その分頑張りま
す。 

 

 

羽田 一茂 （Kazushige Haneda） 

学部 3 年 機械システム工学課程 

宮城県 仙台高専出身 
バイク、車何でも好きです。自動車ができるまで

の過程を勉強したいです。 

 

原田 匠 (Takumi Harada) 

学部３年 機械システム工学課程 

長野県 長野高専出身 
好きな工作機械は旋盤、好きなバイトは右斜剣

バイト、好きな加工はねじ切りでリーマが好きな雪国
出身です。機械加工が好きです。長野からきまし
た。よろしくお願いします。 

 
 

 

藤島 達也 (Tatsuya Fujishima) 

学部３年 機械システム工学課程 

三重県 近畿大学工業高専出身 
高校の時にバッテリーカー、高専の時にソーラー

カー製作で、樹脂作業ばかりしていました。 
 
 

 

赤松 陽介 (Yosuke Akamatsu) 

学部 3 年  生産システム工学課程 

京都府 舞鶴高専出身 
高専では、ロボコンで機械設計を担当していまし

た。カーボンモノコックにとても興味があります。マシ
ンを見て、その技術に惚れました。よろしくお願いし
ます。 

 

新谷 和也 (Kazuya Shintani) 

学部 3 年  生産システム工学課程 

大阪府 大阪府立高専出身 
ものづくりの経験はほとんどありませんが、これか

らバリバリやっていきたいと思っています。よろしくお
願いします。 

 

 

高岡 碧 (Midori Takaoka) 

学部３年 生産システム工学課程 

奈良県 奈良高専出身 
高専ロボコンでのものづくりの経験を上手く活かし

て役に立ちたいです。車についてはそんなに詳しく
ないので勉強頑張りたいです。 

 

 

中西 啓史郎 （Keishiro Nakanishi） 

学部 3 年 生産システム工学課程 

三重県 鈴鹿高専出身 
とにかく車とバイクが好きなので,それを活力にが

んばります。 

 

谷地中 宏基 （Koki Yachinaka） 

学部 3 年 情報工学課程 

青森県 八戸高専出身 
ものづくりや車は大好きですが構造や材料等に関

する知識は全くありません。早く知識や技術を習得
し、メンバーの一員として頑張っていきたいと思いま
す。 

 

 

山本 加那子 （Kanako Yamamoto） 

学部 3 年 物質工学課程 

長崎県 佐世保高専出身 
機械工作が大好きです。ものづくりに携わって、

機械や他の分野の知識を身につけたくて入部しまし
た。せっかくなので、ここで学べるものを積極的に身
につけたいと思います。 

 

 

井上 尚人(Inoue Naoto) 

学部 3 年 知識情報工学課程 

群馬県 群馬高専出身 
高専時代はロボットコンテストに参加していまし

た。その時は回路やプログラムをしていました。器用
貧乏なので、大抵のことはそれなりにできます。カー
ボン楽しそうです。 

 

 

澤田 翔平 （Syohei Sawada） 

学部 3 年 知識情報工学課程 

青森県 八戸高専出身 
車のことはさっぱりですが、電装系が面白そうな

のでそちらを重点的に頑張りたいです。 

 

吉田 広平 （Kohei Yoshida） 

学部 3 年 知識情報工学課程 

愛媛県 弓削商船高専出身 
ひとまずは、何でもやってみようと思います。現時

点で触ってみたいのは、電装やカーボンの形成で
す。 

 

岡田 拓馬(Takuma Okada) 

学部１年 工学部 

愛知県 岡崎西高等学校出身 
自分は１年で入ったのでこのサークルで長くやっ

ていけると思います。このサークルで楽しくやっていく
だけでなく、車に関する知識や、人間関係を学んで
いきたいと思います。 

2010 年シーズン 

新入部員紹介 



 

 
 

新入部員も作業に参加しています。工場作業は 5 月の

実習工場安全講習会を終えるまでできませんが、モノコッ

ク型に用いるガラスクロスなどをカットしたり、モノコックのマ

スター型を削ったりなど、工場に入らなくても作業はたくさん

あります。新入部員が増えたおかげで作業速度も上がって

きました。部員全員が一丸となって頑張っています。また、

今シーズンは新入部員が大勢いるため、「モノコック作業グ

ループ」、「ラック製作グループ」、「溶接グループ」、「試験

機製作グループ」の 4 グループに分かれ、各自製作を行い

ました。 

 

 
モノコック作業グループでは、モノコック担当者指導のも

と、モノコックのマスター型のメス型積層前処理を行いまし

た。具体的には初めに樹脂塗りを行い、その後型の表面を

紙ヤスリで研磨することにより綺麗な面に仕上げました。ま

た、穴があいた箇所

などはパテで埋めて

研磨することにより補

修しました。5 月中に

離型処理等を行いメ

ス型の積層を行う予

定です。 

 

 
ラック製作グループでは部員数が増えたことにより、個人

のかばんを置くスペースが不足し急遽ラックが必要になっ

たため、かばんを置いておくためのラックを製作しました。ラ

ックの製作は初めに CAD ソフトの練習もかねて SolidWorks

で 3Dモデルを製作し、その後L字アングルで実物を製作し

ました。3D モデ

ルで完成イメー

ジが出来ていた

ため、他のグル

ープより も比較

的早く完成させ

ることができまし

た。 

 

 
溶接グループでは等

価構造計算書を製作す

るのに必要な比較実験

用のパイプフレームの一

部を製作しました。初め

に溶接を行うためのパイ

プの擦り合わせをしました

が、なかなかうまくいかず、先輩からのアドバイスを行いつつ

擦り合わせを行いました。また、溶接も初めてだったため、

先輩の指導の元、練習しながら行いました。 

 
試験機製作グ

ループでは等価構

造計算書を製作

するのに必要な実

験用の試験機の

製作を行いました。

一昨年も同様の

試験機を製作して

いたため、それを参考に SolidWorksで３Dモデルを作り、製

作しました。これを使用して、溶接グループが製作したフレ

ームとカーボンパネルの衝撃試験を行います。 

新入部員作業状況 
2010 年 3,4 月新しく入ってきた新入部員が行った

作業を紹介します。 

試験機製作グループ 

溶接グループ 

ラック製作グループ 

モノコック作業グループ 

新入部員作業 

新入生の言葉 

 

私は、「せっかく技科大に入ったからには、物作りが

したい！！」という思いから、この自動車研究部に入

部させてもらいました。部活では、色々な作業を手伝

わせてもらったり、知識や技術を教えてもらったり、物

作りに関するイベントに参加させてもらったりと、楽しく

勉強になる毎日を送っています。まだまだ、毎日が勉

強の日々で、作業の面や知識の面でも先輩方には到

底及びませんが、日々の部活動を通して自分のスキ

ルアップを目指すと共に、自動車研究部にもどんどん 

貢献していきたいと考え 

ています。これからも、先 

輩方には迷惑をかけるこ 

ともあるとは思いますが、 

今後とも御教授の程よろ 

しくお願いします。 

(新谷 和也) 



 

 
3 月 1 日にホテル

アソシア豊橋にて未

来ビークルシンポジ

ウム連携融合事業

総括成果報告会が

行われ、その中で私

たち自動車研究部

の活動紹介ポスター

セッションを行いました。ポスターセッションでは、私たちの

活動や取り組みの説明を行い多くの人に興味を持って頂く

ことが出来ました。 

またポスターセッションの前には、スポンサー様である武

蔵精密工業株式会社の代表取締役副社長 小川徹氏に

よる招待講演が行われました。講演の中では F1 時代の話

から始まり、勝つためには何が重要なのか、勝つためにはど

のような対策が必要かなど、今後の自分たちの活動におい

て参考になるお話を多数聞くことができ大変勉強になりまし

た。 

 

 
3 月 21 日に卒業生の送別会が技科大付近の居酒屋に

て開催されました。後輩たちから卒業してく先輩達へ毎年

恒例のキーホルダーとアルバムなどをプレゼントしました。

今年度は 12 名が卒業され、自動車研究部もめっきり寂しく

なりました。今年度の卒業生は自動車研究部最初の車両

である TG01 に関わりのある最後の代で、先代の意志を引き

継ぎ、CFRP の導入やカーボンモノコックの採用など色々な

挑戦をし、また私たちにその心意気や技術、知識などもたく

さん教え、見せてくれました。 

主要メンバーが一度にいなくなってしまうのはチームとし

ては辛いです

が、卒業され

た先輩方には、

また新たなる

フィールドでご

活躍されること

を願います。 

 

 

 
今年度も技科大総部会主催のビラ配りや新入生部活動

オリエンテーションに参加し、部活動勧誘を行いました。勧

誘ブースにて興味を持ってくれた新入生は活動場所へも

案内をして、普段私たちがどのような所で活動をしているの

かを見てもらいました。 

今年は昨年度に比べて多くの新入生が見学しに来てく

れました。高専や

工業高校でロボコ

ンやソーラーカー

などを経験した方

も多く、自動車研

究部の活動に興

味を持ってもらえ

たようです。 

 

 
今年度も新入生向けに私たち自動車研究部の活動紹

介プレゼンテーションを行いました。プレゼンテーションでは

自動車研究部での活動内容についてや、私たちが参加し

ている全日本学生フォーミュラ大会についての説明を行い

ました。また、プレゼンテーション終了後は活動場所見学を

行い、実際に私たちが製作した部品や車両を見せて、この

活動ではどんなことが出来るのかを説明しました。 

また、お昼休みに食堂前のスペースに車両と説明パネ

ルを展示することで、新入生の皆様に自動車研究部のこと

を知ってもらいました。新入生だけでなく、事務のかたや先

生方、学生課の方々にも声をかけていただき、エールを頂

きました。 

 

 
春休みを利用して、活動場所であるビークル研究室の

大掃除を行いました。もう使うことのできない端材や壊れた

まま放置されているものなど、必要ないものを捨てて整理

することで、作業場の環境改善に取り組みました。広くなっ

た活動場所は使用

しやすく作業もはか

どります。日頃から

整理整頓後片付け

を徹底し、きれいな

ビークル研究室を維

持できるように心が

けたいと思います。 

活動紹介 

未来ビークルリサーチセンター報告会 

研究室大掃除 

新歓イベント 

送別会 

イベント報告 
2010 年 3,4 月 TUT FORMULA が参加したイベントにつ

いての報告です。 



 

全体： 
・工場開き 

工場作業がはじ
まりました。充実し
た学内工場設備を
最大限に活用して、

TG05 完成に向けて
頑張っています。 

 
パワートレイン 
・エンジンベンチ 

TG04 に搭載していた吸排気の性能を
測るためにエンジンベンチを行いました。
また、そこでスポンサー様である YSP
豊橋南の加藤社長よりエンジンの出力
向上に関するアドバイスを頂きました。 

今後はアドバイスを元に、エンジンの
セッティングをさらに煮詰めて行く予定
です。 

 
・電動シフター導入 

TG05 に搭載する電動シフターを購入し
ました。従来用いていたシフトケーブルに
比べ軽量化を実現すると共にシフトチェ
ンジに必要な時間を短縮します。これに
より、アクセラレーション 1 位の座を守り
ぬきます。 

 
 
 

シャシ： 
・モノコックマスター 

モノコックのマスターの型を株
式会社 WINKS 様に加工して頂
き、完成いたしました。その後、メ
ス型積層の前処理である樹脂塗
りや表面の研磨を行い、メス型積

層へ向けて順調に進めています。 
 

・オートクレーブレンタル 

スポンサーである株式会社羽
生田鉄工所様より小型オートクレ

ーブ「DANDELAION」をお借り
しました。モノコックシャシの安全
性を示すための実験用試験片の
製作や、インパクトアッテネータの
製作、その他カーボン製品の製
作に使用させて頂きます。 

 
・カーボンパイプ製作 

サスペンションアームに用いるためのカーボンパイプの試
作品を製作しました。実際に制作してみるとパイプ表面にシ
ワがよるなどうまく行かないことが多く、試行錯誤を繰り返し
ています。 

 
・インパクトアッテネータ試験 

車両の先端に搭載する、
インパクトアッテネータの試
験を行いました。残念なが
ら今回は充分なエネルギ
ーを吸収出来ませんでした
が、今回のデータを参考に
引き続き軽量なインパクトア
ッテネータの製作を行って
いきます。 

 
新年度になり、桜の綺麗な季節もいつの間にか過ぎ去っていきました。この 3、4 月は自動車研究部のメンバーが大幅に

入れ替わりました。3 月には私たちのチームが学生フォーミュラ初参戦した年を経験している学年の先輩方が卒業して行き

ました。また、今まで顧問をしていただいていた柳田先生も 1 年間ではありますが大学を出て、高等専門学校で教鞭を取る

こととなりました。先生・先輩方には大変お世話になり、感謝の言葉も簡単には言い表せません。本当にありがとうございまし

た。今後とも宜しくお願いいたします。 
そして 4 月には、新入部員との出会いがありました。本年度は 17 人と多くの部員が新たに入部し、活動場所も賑わってき

ております。新入部員の皆さん、これからよろしくお願いします。 
新年度になり、構成部員が大きく代わった私達ですが、9 月大会に向けて頑張っていくことに変わりはありません。活動報

告書を御覧の皆様も引き続き私達、豊橋技術科学大学自動車研究部をよろしくお願い申し上げます。 
（赤澤 直哉） 

 

 
深緑の色増す頃となり、我が自動車研究部も活気づいてまいりました。モノコックの製作も始まり、毎日作業に追われつつ

も楽しく過ごしています。完成した車両に乗ることを夢見て、製作に励みたいと思います。 
それでは次はコストレポートの終わる頃にお会いしましょう。 

（太田 比奈子）

部長の言葉 

事業報告 
2010 年 3,4 月 TUT FORMULA の各班の作業状況の報

告です. 

編集後記 



 
 
 

(企業スポンサー) 

  

    

    

    

    

    

    

豊橋技術科学大学 

情報メディア基盤センター 
   

豊橋技術科学大学 
研究基盤センター工作機器部門 

 
 

 

(個人スポンサー) 
栗原 義文 
中村 克己 

スポンサー紹介 
私たち TUT FORMULA は以下の皆様のご協力により活動しています。

（敬称略・順不同） 
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